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1. はじめに

本研究では，人間と IT環境の調和を目指した「共生コン
ピューティング」[1]の要素技術として，現実空間と仮想空間
を感覚的に統合・融合するための基盤技術の構築を目指して
いる．本稿では，その一部である「Symbiotic Reality(SR)
技術」の概要について述べる．SR 技術は，現実空間での
ユーザの挙動や環境情報などを 3 次元仮想空間に導入する
ことで現実空間と仮想空間を融合する技術である．本発表
では特に，SR技術の概要と試験実装，および想定される応
用について述べる．

2. 3D仮想空間と共生コンピューティング

近年，サイバー社会の基盤技術として 3D仮想空間技術が
再注目されており [4]，世界中から多数の利用者がアクセス
する仮想空間が稼働している．しかし，現在の 3D仮想空間
システムの提供する空間はあくまで仮想のものが中心であ
り，現実空間とのギャップから，現実空間に存在するユー
ザが直接的に得られるサービスが限定的である点が課題と
なっている．
これまで我々は，現実空間と仮想空間の調和に基づく新し

い情報処理環境の構築に向けた「共生コンピューティング」
の研究開発を行っている [1, 2, 3]．この共生コンピューティ
ングの概念に基づき，現実空間の人々の生活空間に浸透して
高度に日常生活を支援する新しい 3D 仮想空間システムの
実現を目指している．具体的には，共生コンピューティング
におけるパーセプチャルウェアの一機能として，現実空間の
センシング技術と 3D 仮想空間表示技術を効果的に連携す
ることで，現実空間と仮想空間を重ね合わせ，両空間の利用
者が感じる「感覚的現実感」を強化する「共生型 3D 仮想空
間」を提案している (図 1)．
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図 1 現実空間と仮想空間の融合のイメージ

3. Symbiotic Reality技術

共生型 3D 仮想空間を実現する技術として Symbiotic
Reality(SR) 技術を提案している．図 2 に SR 技術の概要
を示す．SR技術とは，現実空間と同一の空間サイズ，オブ
ジェクト配置で構成される仮想空間を構築し，現実空間内に
配備された各種センサを用いて現実空間の環境状況や人・物
の動きを検知して仮想空間内のオブジェクトやアバタの挙
動に同期させることで，現実空間と仮想空間を重ね合わせる
技術である．例えば，現実空間内を位置センサのタグを装着
したユーザが動くと，そのユーザに対応する仮想空間内のア
バタが空間内を同じように動く．この現実空間と仮想空間
で同期して動作するアバタを Symbiontと呼ぶ．Symbiont
を介して両空間に存在する利用者がインタラクションする
ことが可能となる．

4. 実装例:シンビオミラー

Symbiotic Reality(SR)技術の一要素として，現実空間お
よび仮想空間に存在する利用者に対し，対向する空間自体や
その中の利用者の存在をいかにして感じさせるかが極めて
重要である．我々はこれを実現するための各種ツール群の
開発を進めている．
本稿ではそのツール群の一つである「シンピオミラー」に

ついて述べる．シンビオミラーは，現実空間，仮想空間それ
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図 2 Symbiotic Reality技術の概要

ぞれに設置されるミラー型のインタフェースであり，各空
間内の様子を映し出す鏡としての基本機能を持つ．ただし，
鏡内に表示される空間は，対向する空間の表現で映し出され
る．すなわち，現実空間に設置されたシンビオミラーには，
同じ空間が仮想空間の表現 (3D 仮想空間表現) で表示され
る．逆に仮想空間に設置されたシンビオミラーには，同じ空
間が現実空間の表現 (現実空間のライブ映像)で表示される．
すなわち，現実空間内の利用者がシンビオミラーに近づく
と，対応するミラー内の Symbiontも接近して表示される．
図 3 に仮想空間側のシンビオミラーの実装例を，また図 4
に現実空間側のシンビオミラーの実装例を，それぞれ示す．
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図 3 シンビオミラーの実装例 (仮想空間側)

現在，室内の利用者の位置情報を獲得するセンサとして古
河機械金属 (株)の超音波位置センサ ZPS[5]，3D仮想空間
として OpenSIM[6]，またシステム全体を構築する基盤技術
としてマルチエージェントプラットフォーム DASH[7]を用
いてシンビオミラーの開発を進めている．

5. 応用

共生型 3D仮想空間の応用例として，以下のような生活支
援型のアプリケーションの設計・開発を進めている．

• 高齢者の見守り支援システム
• 通学時の子供見守り支援システム

An avatarwho existsonly in virtual-space

A Symbiont who exists bothin virtual and real spaces

User in real-spacecorrespond to the Symbiont

SymbioMirrorAmirror that reflects virtual-spacewith 3DCG representation

図 4 シンビオミラーの実装例 (現実空間側)

• 共生型ショッピング支援システム
• 共生型不動産販売支援システム

6. おわりに

現実空間と仮想空間を感覚的に統合・融合する共生型 3D
仮想空間と，そのための基盤技術である Symbiotic Real-
ity(SR) 技術の概要について述べた．今後は SR 技術の設
計・実装を進め，応用システムにおける本技術の有効性検証
を行う予定である．
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